
２０２１年度 自己点検・評価チェックシート  学部・研究科名：社会科学部 

※学部・研究科ごとに作成してください。                                

確認事項 1   ３つのポリシー 

（１）３つのポリシーを教授会・運営委員会等で確認した 
☐確認した    年  月  会議名：  

☒確認していない  2021 年 10 月 確認予定（教授会） 

（２）３つのポリシーは学生や社会に公表されている 
☒公表されている ☒要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

 

 

確認事項 2   学修成果 

（１）学修成果を設定している 
☒設定している ⇒確認事項(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）学修成果の内容 

☒各学部・研究科の DP と関連付けて設定している 

☒複数の方法で根拠に基づいて測定することが可能である 

☒知識、スキル、態度をバランスよく含んでいる 

☒「学生は、～することができる」といった形式にするなど、わかりやすく記述している 

（３）学修成果を明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☒明示していない  2022 年 1 月 明示予定（2021 年 12 月の教務主任会での進捗確認後） 

◆明示している学修成果 

社会科学部では、卒業時に身に着けておくべき能力を以下のように定める。 

学修成果 1 社会科学の基礎的理解①：未知の問題や将来の危機に対して、豊かな感性による洞察力、多様な価値観の理解力、問題発見力を身につけている。 

学修成果 2 社会科学の基礎的理解②：確かな現実認識と社会の本質を理解する分析能力を身につけている。 

学修成果 3 学際性：多領域の知を結集した問題解決能力と社会を切り拓く社会構想力を身につけている。 

学修成果 4 臨床性：理論と実践、思考と行動を往還しながら、矛盾や葛藤を自らが乗り越える主体的な自己修正力を身につけている。 

学修成果 5 国際性：多様な国、言語、価値、利害関係を背景とする主体とコミュニケーションできる国際的な表現力と協働力を身につけている。 

 

  

 



＜３つのポリシー・カリキュラム・入試制度の変更＞ 

 ※2020 年度４月以降に変更を決定した項目があれば記載してください。本チェックシートの別項目で記載している場合は不要です。 

 

項目 変更時期 変更内容 変更理由 

入試制度 

 

2023 年度入試 グローバル入試の募集を停止する。 入試制度の再検討の結果による 

入試制度 

 

2023 年度入試 英語学位プログラム AO 入試の 4 月入学の募集を停止し、9

月入学に集約する。 

入試制度の再検討の結果による 

入試制度 

 

2022 年度入試 科目等履修生（一般履修）の募集を停止する。 入試制度の再検討の結果による 

カリキュラム 

 

2021 年度 2021 年度４月入学者より、統計リテラシー科目を必修化す

る。（英語学位プログラムは 2021 年度 9 月入学者より適用） 

カリキュラム上の必要性の検討による 

 

 

※確認事項 3-1、3-2、3-3、3-4、3-5、3-6、3-7、3-8、3-9、3-10 は該当なし  

 

 

 

 

 

 

 


